
害
に
弱
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
な

い
ま
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
危
機
感

か
ら
ル
ー
ル
に
沿
っ
た
土
地
利
用

に
よ
り
、
質
の
高
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
鹿
島
大
野
地
域
と

し
て
、
鹿
島
大
野
駅
周
辺
地
区
・

は
ま
な
す
公
園
前
駅
周
辺
地
区
・

荒
野
台
駅
周
辺
地
区
の
３
駅
周
辺

地
区
計
画
が
住
み
よ
い
質
の
高
い

居
住
区
間
の
形
成
を
図
る
た
め
、

平
成
20
年
６
月
に
茨
城
県
よ
り
地

区
計
画
指
定
を
受
け
、
現
在
、
拠

点
と
し
て
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。本
村
で
も
現
在
、

地
区
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
に
お
い
て

も
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

二
カ
所
目
の
視
察
地
の
品
川
区

教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
品
川
の

教
育
改
革
、
小
中
一
貫
教
育
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
品
川
区
の
教
育
改
革

プ
ラ
ン
21
と
し
て
、
公
立
学
校
の

信
頼
の
回
復
と
教
育
改
革
の
必
要

性
、
学
校
・
教
員
が
変
わ
る
た
め

の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
地
方
に
根

ざ
し
た
教
育
改
革
で
子
ど
も
た
ち

に
未
来
を
考
え
た
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
の
概
要
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
品
川
区
の
小
中
一
貫

教
育
の
取
り
組
み
と
し
て
、
学
校

教
育
の
資
質
向
上
を
図
り
、
公
立

学
校
の
復
権
を
果
た
す
た
め
平
成

15
年
に
国
か
ら
「
構
造
改
革
特
別

区
域
研
究
開
発
学
校
設
置
事
業
」

の
認
定
を
受
け
、
す
で
に
先
進
的

な
教
育
改
革
を
「
プ
ラ
ン
21
」
に

基
づ
い
て
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
、
教
育
特
区
と
し
て
こ
れ
ま
で

の
施
策
を
よ
り
発
展
さ
せ
、
義
務

教
育
９
年
間
を
一
貫
し
て
発
展
す

る
教
育
課
程
（
小
中
一
貫
教
育
要

領
）
を
策
定
す
る
な
ど
、
既
成
の

概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な
教

育
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

品
川
区
で
は
、
平
成
18
年
度
か

ら
す
べ
て
の
区
立
小
・
中
学
校
で
、

小
中
一
貫
教
育
を
実
施
し
、
小
中

一
貫
で
は
、
小
学
校
６
年
・
中
学

校
３
年
と
い
う
壁
を
取
り
払
い
、

系
統
的
・
継
続
的
な
教
育
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
心
や

身
体
の
発
達
を
踏
ま
え
、
４
・
３
・

２
制
を
採
用
し
、
１
〜
４
年
生
で

は
基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
り
、

５
〜
９
年
生
の
前
半
に
当
た
る
５

〜
７
年
生
は
基
礎
・
基
本
の
徹
底

に
重
点
を
お
い
た
指
導
、
最
後
の

８
・
９
年
生
は
強
化
、
内
容
の
選

択
の
幅
を
増
や
し
、生
徒
の
個
性
・

能
力
を
十
分
に
伸
ば
す
指
導
を
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
村
も
先
進
地
事
例
を
参
考
に

教
育
改
革
を
加
速
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

視
察
日

　

平
成
27
年
２
月
５
日
〜
６
日

視
察
先

　

・
鹿
嶋
市
大
野
周
辺
地
区
計
画
地

　

・
東
京
都
品
川
区
教
育
委
員
会

視
察
内
容

　

鹿
嶋
市
鹿
島
大
野
３
駅
周
辺
地

区
計
画
に
つ
い
て
、
計
画
地
区
内

に
あ
る
大
野
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
鹿
嶋

市
は
、
鹿
島
区
域
と
大
野
区
域
の

土
地
利
用
が
異
な
る
二
つ
の
都
市

計
画
区
域
が
あ
り
ま
す
。
大
野
区

域
は
、
隣
接
す
る
鹿
島
臨
海
工
業

地
帯
（
鹿
島
区
域
）
の
後
背
地
と

し
て
宅
地
化
が
進
行
し
て
き
ま
し

た
。
近
年
は
、
農
地
・
緑
地
に
お

い
て
小
規
模
な
住
宅
開
発
が
散
在

的
に
行
わ
れ
、
道
路
整
備
・
雨
水

排
水
施
設
整
備
が
追
い
つ
か
な
い

こ
と
、
農
地
や
自
然
環
境
の
保
全

が
図
れ
な
い
な
ど
の
課
題
が
生
じ

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、
災

小中一貫教育についての説明

議
会
運
営
委
員
会

視
察
研
修
報
告
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